
⇒ ⇒

単位 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度
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単位 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

（第4次から継続）

　行政サービスが低下しないよう配慮し、既存の施設を有効活用するなど、施設の機能や市
民ニーズにあった公共施設の統廃合に向け検討を行う。

数値目標の項目

R6年度 R7年度 R8年度

検討 実施 ⇒ ⇒ ⇒

R6年度 R7年度

 取組項目 №11 公共施設の統廃合の推進

【担当：財政課】

現状と課題

　多くの公共施設が老朽化により更新の時期を迎えることから、多額の修繕や建て替えに対
する財源の確保が必要となってくる。
　厳しい財政状況の中、少子高齢化の進行と人口減少に対処していくためには、施設の統廃
合など時代とともに変化する市民ニーズに対応した施設配置を考える必要がある。

取組内容

・施設の充実、施設維持経費等の削減が図れるよう、老朽化が進む保育施設や、設置目的・
用途が類似している高齢福祉施設等について、統廃合の検討
・公共施設マネジメント推進のため、個別施設計画の策定
・公共施設等総合管理計画の改訂

年度計画
R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度

検討 ⇒ ⇒

目標・成果

目標・成果

・令和6年度までにバス使用台数を令和元年度比で10％削減

数値目標の項目

バス使用台数の削減

 実施項目 2　歳出の適正化

 取組項目 №10 庁用バス使用台数の削減

【担当：総務課】

現状と課題
　市が管理するバス（40人乗2台、28人乗1台）については、令和元年１０月に運転手（シル
バー人材センター）の高齢化を理由に全て廃止した。以降、民間会社のバスを運転手付きで
借用しているが、バス使用回数が多く、使用料が増嵩し財政を圧迫している。

取組内容

・利用実態の把握
・参加者等からバス使用負担金の徴収を検討
・使用内規の改正

年度計画

R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

（第5次から新規）

R8年度
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